
食糧・水・非常用電灯だけでは備えが不十分！東日本大震災の際、倒壊/流出
などの被害が無かった家庭のエネルギー等の復旧で最も早かったのがLPガスで、都市

ガス・上下水道・電気は復旧まで1ケ月以上の期間が必要な地域がたくさんあったにも関
わらず、LPガス設備は地震直後には点検後すぐに煮炊きが可能でした。

もしも1週間以上、停電になったら!?

家族をどう守りますか?

ところが！カセットガスは容量が少ないので頻繁に交換が必要
なのに、長期停電時は品薄か売り切れで入手不可能に・・・
更に、カセットコンロ/LPガス旧型コンロは火力調整機能しかなく、
主食である米を炊飯しようにも、火加減の管理が非常に難しく
美味しく炊飯するのは極めて困難です。では、電気炊飯器が
動かない停電の最中に上手に炊飯する方法とは？

カセットコンロ/旧型コンロ

による調理の大きな 「問題点」

長期停電から家族を守る方法＝LPガスオート炊飯機能付高機能コンロ

長期停電時の食糧調理に、最も効果的なのは乾電池3V式の最新
のLPガスオート炊飯機能付高機能コンロへの変更です。
簡単に炊飯出来るだけではなく、多彩なグリル機能やオート調理機能
で電子レンジやオーブンやトースターの役目も果たしてくれ、様々な料理
の調理に役立ちます。
停電になってからの変更は大変困難ですので、有事への備えとして事
前にLPガス販売店㈱石山商店へご相談ください。

株式会社 石山商店
広尾町丸山通北2丁目67 ℡0120-82-3105
http://www.car-esthe-hiroo.com/

また、9/6の北海道全域停電ではわずか1-2日の停電期間
なのに、スーパー・コンビニやホームセンターの棚からは商品が
消え、自宅で備蓄食糧を調理するにも、LPガスでない
家庭ではカセットコンロしか調理方法はありませんでした。
（IHコンロの多くが200Vでほとんどの発電機は対応不可能）


